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【出席報告】 SAA 福田 守

会長 木村 利晴 ・ 会長エレクト 笹川 英一 ・ 副会長 竹村 信彦 ・ 幹事 竹村 信彦

例会

出席計
算会員
数

出席 欠席
出席
率％

ＭＵ
修正

出席率％

11/18 28 25 3 89.29
11/ 4 29 24 5 82.76 0 82.76
会員総数 30名

（ 名誉会員 4名 ・ 出席免除会員 4名 ）
通算出席率 89.45%

RI会長：ホルガ―・クナーク
Herzogtum Lauenburg-Mölln RC

点 鐘 会長 木村利晴

ソ ン グ 奉仕の理想

お 客 様 日本生涯現役クラブ
理事長 藤城 博様

役員 森 雅弘様

【会長挨拶】 会長 木村利晴

皆さん、こんにちは！ 10月28日より開催し
ております健康講座も3回目になり、本日で最
後の健康講座となります。「認知症、アルツ
ハイマー型認知症、がんも生活習慣病なので
食事を含む日常生活を改善しストレスのない
生活ができれば治る病気ですよ。」と教えて
頂きました。本日は、その最終章、糖尿病に
ついてのお話しをして頂きます。日本生涯現
役クラブの藤城博理事長宜しくお願い致しま
す。

本日のロータリーソングは「奉仕の理想」
でした。何故、ロータリーは奉仕の団体に
なったのか。その由来についてお話させて頂
きます。「奉仕への転換」という見出しで記
されております。
初期の綱領（目的）に多くの変更が行われ

た第1の理由は、「自己」から「奉仕」への姿
勢の大転換でした。ロータリーは互いの交流
を楽しみとした男性会員のみで始まったため、
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【幹事報告】 幹事 竹村 信彦
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◎地区グループ編成問題共同声明経過報告
（千葉北RC）

◎地区グループ再編成の件（習志野中央RC）

◎例会変更のお知らせ（印西RC）
12月2日(水）中央公民館 12時30分点鐘

9日(水）中央公民館 12時30分点鐘
16日(水）クリスマス例会（検討中）

1月13日(水）新年会

【生活習慣病講座】
日本生涯現役クラブ
理事長 藤城 博様

広報・公共イメージ向上委員会 ・ 萬来 謙一 ・ 関 由美子

・糖尿病について

・アジア人と欧米白人の2型糖尿病の違い

・中毒作用について

・2型糖尿病の原因と対策

・適食について

・糖尿病の禁忌食

初期のシカゴロータリークラブの職業分類
表には「会員仲間同士の交流を深め、会員
仲間から取引を得ようとせよ。彼らも同様
にするであろう。ロータリーでは互恵精神
が強靭である。」と忠言が書かれていまし
た。ロータリークラブの結成の目的は、正
に会員間の互恵取引のスタートでしたが間
もなく一部の会員に、会の仲間だけと取引
するという仲間重視の圧力に対する抵抗感
が出始め、1911年にはロータリーの閉鎖性
を批判する新聞記事が相次いだことから、
ポールはクラブに互恵関係の中止を呼びか
けました。初期のロータリークラブの会員
は、全米連合会が組織全体として奉仕への
方向転換を打ち出す前から、地域社会の貧
しい人たちへの援助を行っていたのでポー
ルは全米連合会会長の最後の仕事として、
会員間取引の記録をつけた統計係をクラブ
役員の一覧から取り除きます。「私にとっ
て事業上のメリットという問題は全て忘却
され、私も皆さんと同じように、受けるよ
りも与えることを強調するようになった」
と述べています。シカゴで始まった小さな
活動は大きく成長し、何百というクラブが
何千ものプロジェクトを実施し、ロータ
リーは社会奉仕活動と倫理的事業行為とい
う2つの目標を掲げるようになっていました。
この後、ロータリアンとクラブと国際連

合会は、倫理観念をロータリーの柱に組み
入れるようになり、ロータリーを「実業界
の古い秩序から新しい秩序への固く頑丈な
懸け橋」とし、倫理規定委員会を設置する
提案が出され満場一致で可決されました。
1915年には、123のクラブと15,000人の会

員を抱える国際組織に発展します。緩やか
に定義されていた初期の運動は、統一され
た定款、細則、綱領（目的）、倫理規定、
そして今日の五大奉仕部門の3つにあたるク
ラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕という骨組
みができていました。今は、国際奉仕、青
少年奉仕が加わり五大奉仕となっておりま
す。

ロータリアンの皆様におかれましては、
「受けることより、与えること」を強調し、
ご活躍をご期待申し上げます。

最後になりますが、ロータリアンと多く
の皆様が笑顔で暮らせます様ご祈念申し上
げ、会長挨拶を終わります。


